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なごや環境大学SDGs未来創造クラブ

環境 社会

経済

名古屋市は、令和元年７月に内閣府より時速可能な開発目標の達成に優れた取組を提案する「SDGs未来都市」に選定された。本市の持続可能な都市の実現をはかるため、令和２
年４月になごや環境大学にＳＤＧｓ未来創造クラブを設置し、まちづくりと人づくりの２つのプロジェクトを推進し、市民や企業によるＳＤＧｓ達成に向けた活動や行動の創出に取り組む。

なごや環境大学SDGs未来創造クラブ

錦二丁目まちづくり協議会、錦二丁目エリアマネジメント(株)、大ナゴヤ・ユニバーシティ・ネット
ワーク、錦二丁目都市の木質化プロジェクト、IAMAS（情報科学芸術大学院大学）、Ｖドラッグ錦二
丁目店、N2/LAB、常瑞寺、IMOM、ワークショップ参加企業（凸版印刷、博展、マルワ、グローバ
ル愛知、ファーストステップ、CECILIA、スターキャット、ブラザー、名城大学CleanGreen、佐川急
便、サンエー電機、大日本コンサルタント、東邦ガス、日本たばこ産業、名古屋ダイヤモンドドル
フィンズ、名城大学社会連携センターPLAT等）、マルシェ出店団体（大善、ひょうたんカフェ、

TOUTENBOOKSTORE、the chord、LIVERAL、露店喫茶シヤチル、CHOJAMACHIBA、空色
曲玉、長者町ハチミツ、料亭河文、MOYAKOUNIQE PRODUCTなど）

活動の意義（評価）分析チャート
210120分析案

活動1：まちづくりプロジェクト
地域の魅力向上、地域間・地域ステークホ
ルダーの連携強化、ワークショップやマル
シェへの参加や連携を通じた人材育成

活動1：まちづくりプロジェクト
ワークショップやマルシェを通じた参加
者・関係者の環境保全意識向上、環境
配慮型ライフスタイルの提案

活動2：人づくりプロジェクト
冬の生活やICT、フィールド等を
通じた環境保全意識向上

活動2：人づくりプロジェクト
ICTやフィールドでの社会的な
学びの機会の提供、充実

活動1:まちづくりプロジェクト
多様な新規事業の育成、マルシェによる利益や需要の創出
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活動2:人づくりプロジェクト
多様なフィールドでの体験を通じてものをつくる人、使う人にも責任があることを学び、施設の来
客数が増加

市教育委員会、名古屋市教育研
究協議会、東山動植物園、名古
屋港水族館、ソレイユプラザなご
や、消費生活センター、エコパル
なごや、名古屋市図書館、愛知商
業高校、東邦ガス、富田工場、中
電興業、JICA中部、名古屋国際

センター、マルワ

活動1：まちづくりプロジェクト
錦二丁目地区をモデルエリアに、SDGs達成に向けた事業展開を検討する
ワークショップの実施や地域課題の解決に向けたショーケース事業などを通じ
て事業者等のＳＤＧｓ達成に向けた活動の創出に取り組む。

活動2：人づくりプロジェクト
小学４～６年生の「夏の生活」「冬の生活」にSDGsに関するページの掲載やゲームや動画等
を通じてSDGsについて学べるウェブサイト、施設等と連携し、SDGsの視点からまちや社会
の課題解決に向けた行動につなげるための学習プラグラムを製作し、展開する。


